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家
電
量
販
店

か
ら
「
い
い
歯

の
日
」
セ
ー
ル

の
案
内
が
届
い

た
。
日
本
歯
科
医
師
会
が
制

定
し
た
記
念
日
は
11
月
８
日

な
の
で
疑
問
に
思
っ
て
目
を

通
す
と
、「
１
月
18
日
は

『
い
い
歯
の
日
』」
と
あ

る
。
語
呂
合
わ
せ
を
担
当
者

が
誤
認
し
た
の
か
。

　

時
期
は
違
え
ど
も
、
１
月

18
日
を
き
っ
か
け
に
自
分
の

歯
を
見
つ
め
直
し
、
し
っ
か

り
手
入
れ
を
し
て
も
ら
え
る

な
ら
あ
り
が
た
い
。
１
年
に

１
回
と
言
わ
ず
、
毎
週
「
い

い
歯
の
日
」
が
あ
っ
て
も
良

い
。
日
々
の
口
腔
ケ
ア
を
評

価
す
る
こ
と
は
長
続
き
の
秘

訣
で
も
あ
る
。

　

第
２
次
安
倍
政
権
発
足
時

か
ら
総
理
秘
書
官
を
長
く
務

め
た
柳
瀬
唯
夫
氏
が
東
芝
の

関
連
会
社
に
天
下
り
し
た
と

い
う
。
加
計
学
園
問
題
で

「
記
憶
に
な
い
」
と
繰
り
返

し
、世
間
の
耳
目
を
集
め
た
。

長
年
首
相
を
〝
歯
ぐ
き
〞
の

ご
と
く
下
支
え
し
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
の
か
。

　

不
当
な
評
価
を
続
け
れ
ば

組
織
は
腐
敗
す
る
も
の
だ
。

治
療
し
な
け
れ
ば
歯
周
病
は

進
行
す
る
。
政
権
の
土
台
が

グ
ラ
グ
ラ
で
は
ト
ッ
プ
の

〝
抜
歯
〞
は
避
け
ら
れ
ま

い
。 

（
Ｙ
）

▶国税分27兆3343億円
法人税   13兆5353億円　　　　　
受取配当益金不算入の廃止／外国子会社からの受取配当の益金不算
入の廃止／連結納税制度の廃止／試験研究費の税額控除廃止など
所得税   ２兆5851億円　　　　　
個人配当所得課税の是正（申告を分離から総合課税に）／土地の譲
渡所得の分離課税の是正など
税率配分の適正化   11兆2139億円　　　　　
税率改定による大企業と高額所得者の増収分

▶地方税分10兆6967億円
法人地方税   １兆1777億円　　　　　
受取配当益金不算入の廃止／外国子会社からの受取配当の益金不算
入の廃止など
個人住民税   1740億円　　　　　
土地の譲渡所得の分離課税の是正など
地方税独自の特例廃止   ３兆1435億円　　　　　
地方交付税への反映   ５兆5023億円　　　　　
税率配分の適正化（法人住民税）   6992億円　　　　　

　

大
阪
に
維
新
府
政
が
誕
生
し
て
10
年
が
過
ぎ
、「
大
阪

都
構
想
」
の
住
民
投
票
か
ら
４
年
が
経
と
う
と
し
て
い

る
。
維
新
の
松
井
一
郎
府
知
事
と
吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は

万
博
誘
致
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
夢
洲
へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
を

主
張
。
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
決
着
済
み
の
「
都
構

想
」
の
再
住
民
投
票
ま
で
持
ち
出
し
て
い
る
。
維
新
政
治

は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
協
会
は
２
月
２
〜
３
日
に
元
大

阪
市
長
の
平
松
邦
夫
氏
と
府
政
問
題
の
専
門
家
ら
を
講
師

に
招
き
、
市
民
公
開
講
座
と
し
て
政
策
学
習
会
を
開
く
。

大
阪
府
政
・
市
政
を
振
り
返
り
、
あ
る
べ
き
府
政
の
姿
を

考
え
る
。

「不公平な税制をただす会」による財源提案（2017年度）

出所：『消費税を上げずに社会保障財源38兆円を生む税制』（大槻書店）から作成

政
策
学
習
会

「維新」の10年を考える
２／２（土）～３（日）　会場・アートホテル大阪ベイタワー、Ｍ＆Ｄホール

会場・アートホテル大阪ベイタワー４階（弁天町）
◇維新の10年を問う
　講師・平松邦夫氏（第18代大阪市長／公共政策ラボ代表）
　※講演終了後、講師を囲んで懇親会を開きます
　　（会員限定・事前予約制）

※申し込みは協会事務局（TEL06-6568-7731）まで

会場・Ｍ＆Ｄホール
◇不安定土壌とゴミの集積地～それでもやるの？夢洲カジノ万博
　講師・ 藤永延代氏（大阪自治体問題研究所副理事長／おおさか

市民ネットワーク代表）
◇カジノ・IRより福祉・医療充実の府政を
　講師・有田洋明氏（大阪府関係職員労働組合執行委員長）

■
税
収
停
滞

　

消
費
税
導
入
時
（
１
９
８

９
年
）
の
国
の
税
収
は
54
・

９
兆
円
だ
っ
た
。
２
度
に
わ

た
る
消
費
税
増
税
を
経
て
、

国
の
財
布
は
ど
れ
だ
け
膨
ら

ん
だ
の
か
。
２
０
１
７
年
度

の
税
収
は
56
・
６
兆
円
。
実

は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な

い
。

　

国
の
財
布
は
消
費
税
・
所

得
税
・
法
人
税
の
３
つ
で
収

入
の
８
割
を
占
め
る
。
消
費

税
収
こ
そ
導
入
時
と
比
べ
て

３
・
３
兆
円
↓
17
・
１
兆
円

に
伸
び
た
も
の
の
、
所
得
税

収
は
21
・
４
兆
円
↓
17
・
９

兆
円
、
法
人
税
収
は
19
・
０

兆
円
↓
12
・
４
兆
円
に
下
落

し
た
。
減
収
分
を
消
費
税
で

補
っ
た
と
い
う
訳
だ
。

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
庶
民

に
は
増
税
、
大
資
産
家
・
大

企
業
に
は
減
税
と
い
う
露
骨

な
「
改
革
」
が
繰
り
返
さ
れ

た
結
果
、
戦
後
最
大
の
好
景

気
と
言
わ
れ
る
な
か
で
も
税

立
て
直
す
に
は
消
費
税
〝
一

本
足
打
法
〞
か
ら
転
換
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。
財
政
の
専

門
家
ら
で
つ
く
る
「
不
公
平

な
税
制
を
た
だ
す
会
」
は
、

消
費
税
以
外
に
財
源
を
求
め

　

な
ぜ
所
得
税
収
と
法
人
税

収
が
減
少
し
た
の
か
。
89
年

と
比
べ
て
、
所
得
税
の
最
高

税
率
は
50
％
↓
45
％
に
、
法

人
税
率
は
40
％
↓
23
・
２
％

る
具
体
的
な
税
制
改
革
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
優

遇
さ
れ
て
き
た
大
企
業
な
ど

に
適
切
に
課
税
し
、
大
資
産

家
に
も
諸
外
国
並
み
の
負
担

を
求
め
る
内
容
だ
。

　

税
制
改
革
の
効
果
は
38
兆

円
。
国
税
だ
け
で
も
27
兆
円

の
増
収
に
な
る
。
消
費
税
収

を
大
き
く
上
回
る
額
だ
。
財

政
難
と
言
っ
て
安
易
に
消
費

税
率
を
引
き
上
げ
る
の
で
な

く
、
聖
域
な
き
税
制
改
革
を

実
行
す
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
る
。 

（
お
わ
り
）

収
が
全
く
伸
び
な
い
税
制
構

造
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
増
税
余
地

　

税
収
を
確
保
し
、
財
政
を

平
松
邦
夫
氏
の
話

　

維
新
が
大
阪
府
・
大
阪
市

長
の
ダ
ブ
ル
選
挙
を
４
月
に

前
倒
し
す
る
と
い
う
報
道
が

舞
い
込
ん
で
き
た
。
本
気
な

の
か
。
こ
の
方
た
ち
は
自
分

た
ち
の
主
張
を
通
す
た
め
な

ら
、
何
で
も
や
る
と
い
う
強

硬
的
な
手
法
を
取
る
。
そ
こ

に
行
政
の
ト
ッ
プ
の
責
任
感

　

社
保
研
究
部
は
▽
歯
初
診

▽
外
来
環
▽
歯
援
診
▽
か
強

診
―
―
の
施
設
基
準
の
届
出

に
必
要
な
要
件
を
満
た
し
た

研
修
会
を
３
月
17
日
（
日
）

に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
こ

と
を
決
め
た
。
参
加
は
会
員

限
定
で
、
受
講
料
は
５
千
円

（
修
了
証
の
発
行
費
用
を
含

む
）。
講
師
は
、
神
戸
常
盤

大
学
短
期
大
学
部
口
腔
保
健

学
科
教
授
の
足
立
了
平
氏
が

務
め
る
。

　

同
部
は
多
く
の
会
員
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

社
保
研
究
部
は
院
内
感
染

防
止
対
策
・
歯
科
外
来
環
境

体
制
加
算
の
施
設
基
準
に
係

る
研
修
を
２
０
１
８
年
12
月

８
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
（
写
真
）。
講
師
に
松

原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外

科
部
長
・
竹
内
憲
民
氏
を
招

き
、
１
１
５
人
が
参
加
。
偶

発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対

応
、
医
療
事
故
対
策
な
ど
の

医
療
安
全
対
策
、
院
内
感
染

防
止
対
策
を
解
説
し
た
。

　

竹
内
氏
は
診
療
時
に
発

生
、
ま
た
は
注
意
を
要
す
る

偶
発
症
は
虚
血
性
心
疾
患
、

脳
卒
中
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
と
説

明
。
そ
れ
ぞ
れ
の
診
断
の
ポ

イ
ン
ト
や
対
処
方
法
を
解
説

し
た
。
医
療
事
故
・
過
誤
に

つ
い
て
は
、
症
例
を
紹
介
し

発
生
時
の
対
応
を
詳
細
に
紹

介
し
た
。

　

院
内
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
一
般
歯
科
治
療
に

お
け
る
基
本
的
な
感
染
対
策

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、

も
し
も
体
液
曝
露
事
故
が
起

こ
っ
た
時
の
対
応
方
法
ま
で

詳
細
に
話
し
た
。

　

受
講
者
に
は
、「
初
診
料

注
１
」
と
歯
科
外
来
環
境
体

制
加
算
の
施
設
基
準
に
係
る

研
修
の
修
了
証
を
発
行
し

た
。

や
使
命
感
は
見
ら
れ
ず
、
力

任
せ
の
や
り
方
こ
そ
政
治
だ

と
い
う
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し

て
い
る
。

　

私
た
ち
は
今
後
、
ど
の
よ

う
な
大
阪
を
展
望
し
て
い
く

の
か
。
維
新
の
10
年
を
問
い

直
し
、
住
民
目
線
の
大
阪
の

未
来
を
語
り
た
い
。

外
来
環
で
研
修
会

平
松
邦
夫
氏
（
元
大
阪
市
長
）
が
講
演

参
加
者
募
集
中

38
兆
円
を
生
む
財
源
提
案

歯初診・外来環・歯援診・か強診

３月17日（日）PM２：30～
届出要件備えた研修会

受
講
者
に
修
了
証
を
発
行

市民公開講座「2019政策学習会」

消
費
税考

４

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

日
時　

３
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
６
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔

保
健
学
科
教
授
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

１
４
０
人

申
込　

事
務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

※
遅
刻
・
早
退
の
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
・
外
来
環
・
歯
援
診
・
か
強
診
の

施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

会
員
限
定

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２月２日（土）
17：30

～

19：15

２月３日（日）
10：00

～

12：00


